
を
止
め
な
い
で
！

健
康
管
理

（横浜市立大学 研究グループの発表より）

デ
ル
タ
株
に
よ
る
コ
ロ
ナ
第
5
波
が
猛

威
を
振
る
い
、
各
県
で
過
去
最
多
の
感
染

者
数
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
感
染
者
数
に
対
し
て
、
重
症
者
数
や

死
亡
者
数
は
比
較
的
少
な
く
、
そ
れ
は
ま

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
先
行
接
種
し
た
医
療
従
事
者

（
1
1
0
万
1
6
9
8
人
）
の
調
査
で
は
、
接
種
後
の
感
染

者
は
2
8
1
人
で
約
0
・
03
％
で
し
た
。
ま
た
感
染
者
の
約

6
割
が
1
回
目
の
接
種
後
2
週
間
以
内
で
し
た
。
い
ず
れ
の

感
染
者
に
も
死
亡
や
重
症
化
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

図
2 

図
3

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
最
先
端
の

ゲ
ノ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
遺
伝
子
技

術
）
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
ワ
ク
チ

ン
で
す
。
従
来
の
弱
毒
化
や
不
活
化

し
た
病
原
体
を
使
用
し
た
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
と
は
異
な
り
、
病
原
体
の
遺

伝
情
報
（
R
N
A
／
Ｄ
N
A
／
ウ
イ

ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
）
を
用
い

て
免
疫
細
胞
を
活
性
化
し
抗
体
を
作

ら
せ
る
も
の
で
す
。
短
期
間
に
ワ
ク

チ
ン
の
大
量
の
生
産
が
可
能
で
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
変
異
型
に
も

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
2
回

接
種
に
て
）。
図
1

さ
に
高
齢
者
や
高
リ
ス
ク
者
を
先
行
し
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
効
果
と
考
え
ま

す
。
今
後
は
若
い
世
代
へ
迅
速
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
望
ま
れ
ま
す
。

若
い
世
代
へ
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
感
染
は

1
0
、0
0
0
人
に
3
人

日
本
人
が
接
種
し
て
い
る

m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
／
モ
デ
ル
ナ
製
）と

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン（
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
）と
は

図 4  7 種類の変異ウイルス と有効率の比較表

図1  

（国立感染症研究所　医療従事者110 万1698 人のデータより）

（国立感染症研究所　医療従事者110 万1698 人のデータより）

図 3  ワクチン接種後の効果

図2  ワクチン接種後の感染率
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3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

　 

ワ
ク
チ
ン

VS

2



変
異
を
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
も
ワ
ク
チ
ン
2
回
接
種
で
90
％
以
上
の

効
果
を
認
め
て
い
ま
す
。
図
4

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
作
ら
れ
る
抗
体

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
結
合
し
て

ヒ
ト
の
細
胞
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
感
染
や

重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
抗
体
は
時
間
経

過
と
共
に
減
っ
て
行
く
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

現
在
、3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種（
ブ
ー

ス
ト
接
種
）
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
抗
体
価
（
抗
体
の
量
）
を
知
る
こ

と
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
生
活
に
お
い
て

大
き
く
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

＊ 
当
院
で
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
て
抗

体
価
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
2
回
接
種
で
感
染
や
重
症
化

が
9
割
以
上
も
抑
制
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

経
済
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
2
回
接
種
後
で
も
感

染
し
た
方
も
お
り
、
原
因
と
し
て
は
抗
体

価
（
抗
体
量
）
の
低
下
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
抗
体
価
は
経
時
的
に
減
少
し
、
特

に
高
齢
者
と
喫
煙
者
が
顕
著
に
減
少
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

抗
体
価
を
定
期
的
に
検
査
す
る
こ
と
が
、

安
心
安
全
な
経
済
活
動
に
肝
要
な
こ
と
と

考
え
ま
す
。

＊ 

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は
ワ
ク
チ
ン

2
回
接
種
済
み
を
証
明
す
る
も
の
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
の
制
限
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

東
京
都
の
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
は
2
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
現
在
、
自
宅
療
養
者

日
本
対
が
ん
協
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
今
年
の

が
ん
検
診
受
診
者
数
は
激

減
し
、
１
０
、０
０
０
人

以
上
の
が
ん
が
発
見
さ
れ

な
い
恐
れ
が
あ
る
と
報
告

し
、
が
ん
検
診
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
図
5

定
期
的
に
行
っ
て
い
た
人
間
ド
ッ
ク

（
検
診
）
を
控
え
る
こ
と
で
早
期
治
療
の

機
会
を
逃
す
恐
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
肺

小
細
胞
が
ん
の
よ
う
に
短
期
間
で
進
行
す

る
が
ん
も
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
良
く
な
っ
た
は
ず
の
が
ん
が
、
進

行
が
ん
で
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
昨
年
受
診
を
控
え
た
方
は
、
今
年
は

受
診
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
健
康
管
理
を
止
め
な
い
で
下

さ
い
。
今
や
が
ん
は
完
治
で
き
る
病
気
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。

人
生
を
健
康
な
体
で
楽
し
く
過
ご
す
た

め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
康
管
理
を
止
め

な
い
で
下
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
で

変
異
ウ
イ
ル
ス
に
90
％
以
上
有
効

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
抗
体
価(

抗
体
の
量)

を

知
る
こ
と
が
重
要
　
さ
ら
に
３
回
目
接
種
を
検
討

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
と
抗
体
価
検
査
で

経
済
活
動
再
開
を

い
そ
が
れ
る
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の
使
用
許
可

自
宅
療
養
者
に
有
効
な
初
期
治
療
を

コ
ロ
ナ
禍
で
が
ん
検
診
３
割
減

1
0
、0
0
0
人
以
上
の
が
ん
が
未
発
見
か

健
康
管
理
を
止
め
な
い
で文

責

　人
間
ド
ッ
ク
課 

課
長

　湊 

景
子

に
対
し
て
の
治
療
は
解
熱
剤
（
カ
ロ
ナ
ー

ル
や
ロ
キ
ソ
ニ
ン
な
ど
）
の
対
症
療
法
し

か
行
え
ま
せ
ん
が
、
近
々
、
様
々
な
治
療

薬
が
診
療
所
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
レ
ベ
ル
に

も
解
禁
（
開
放
）
さ
れ
、自
宅
療
養
者
に
、

早
期
か
ら
有
効
な
治
療
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

し
て
人
工
的
に
作
ら
れ
た
２
つ
の
抗
体
を

組
み
合
わ
せ
る
「
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
」

は
期
待
さ
れ
る
治
療
薬
の
1
つ
で
す
。

（日本対がん協会の調査より）

図 5  がん検診受診者数と対前年比
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